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１．概要（Summary） 

特殊加工セラミックスによる鋼材の防錆・防食・除錆効

果等についてはすでに報告されているが、科学的検証が

不十分であり、理論化も進んでいない。 
今回は、鋼材（SS400）の除錆前後の表面形状分析を

SEM で、元素分析を FIB/SEM 付属の EDX にて行う。 
 

２．実験（Experimental） 
使用装置： 日立卓上顕微鏡 TM3030 
水槽内で市販飲料水（8L）を特殊加工セラミックス（70g）

を介して撹拌（16L/min）し、除錆前後の鋼材（SS40, 
36.2 x 65.4 mm）の表面の形状分析と元素分析を行う。  
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

   
   0H（除錆前）         1888H（除錆後） 
  Fig 1  Photo of metal surface corrosion  

      
   0H（除錆前）         1888H（除錆後）  
  Fig 2  SEM images of corrosion product  

SEM 写真から明らかなように、不規則かつ租に形成さ

れた 1～10μm 程度の多孔質の錆が剥離し、20～30μm
程度の粒子が密に結合された滑らかな表面に変化してい

る。 
EDX-SEMによる元素分析からFe, P, Ca, O等の比率

が数倍から数十倍に変化している。今後は、理論化ととも

に再現性ならびに防錆・防食効果の検証を行う必要があ

る。 
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